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-/ld" t]expトU.phdT(/叫 I(1)∂湘 )-H両 )./dxJ(1)n(1))], (3･2)
ここで IldPI朝 はGrassman代数のfunctionalpath-integralを表わす 【61.このsectionでは1≡
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Fig.5 古典系と量子系のvertexにおける対応
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小谷 岳生
なるⅣ点のVertex(ただしすべての相互作用の線('propagetor')による補正を加えたoneloop)であ
る｡Jとすればよい(Fig.5a)｡Fig.5a右辺のFermiononeloopに対する相互作用の線による補正は､
二項目のFockenergy項以下､A- 0でゼロとなる量である(ZlJ]の中でhとmはh2/mの組み合
わせで現れるので､代わりにm- ∞ と考えてもよい)｡そして､補正なしのFermiononeloopか
らなるvertexのみが､A- 0で生き残り､T-independentで空間的には点状なものとなって古典系
におけるvertexとなる｡
あるいはFig.5bのように､相互作用の線とFermionloopsからなる図形による補正を加えたvertex
が､古典系での同等の補正をしたvertexに対応するとしてもよい｡古典系では､このvertexは､
vertexofFig.5b-(n(1))JS(1-2)6(1-3).6(1-N) (3.5)
となる｡これはFig.5aのbareなvertexを補正する際にsumすべきdiagram s(Fig.5b)がeq.(2.6)で
の(n(1))Jを与えるdiagram Sに-敦することからわかる｡
Fig.5aもしくはFig.5bの補正したvertexと､'propagetor'を用いてdiagramsを書き下すなら､
Feynmannruleは､量子系と古典系で同一で､量子系の場合の個々のdiagram からの寄与はh-0
で､対応する古典系のdiagramsからの寄与と一致する｡
WlJ]は温度Tでの虚時間形式におけるdensityGreen'sfunctionsのgeneratingfunctionalであ
り､Jet(I)によるfunctionalderivativeはsec.ⅠⅠと同様に
至竺辺 -去くh(1))J∂J(1)
∂2Ⅳ【Jl
∂J(1)∂J(2)-嘉くT(A(1)-n(1))(A(2)-n(2)))J
(3.6)
(3.7)
等で与えられる｡ この辺の事情はsec.ⅠⅠとほとんど同様でありr回 も同様に定義できる｡相違点は
量子系の場合､(虚)時間を含んだものとなること､である｡
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このr【n]については､FunctionalLegendretransfomationにより､その場の理論的基礎づけを
行った論文【R.Fukuda,T.Kotani,Y.Suzuki,andS.Yokojima,tobepubLshed]において､議論し
た｡また､rln]をnの非局所的な汎関数として展開する方法について研究している【T.Kotani,tobe
publishedJo
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